
公職選挙法により、議員による時候の挨拶状・寄付行為などは禁止されています。ご理解をいただきますようよろしくお願い申し上げます。

〒520‐8575 滋賀県大津市御陵町3番1号　TEL.077‐528‐2839　FAX.077‐523‐2020　URL

▲

http://otsu-koseikai.jp

議会だより
K O S E I K A I  N E W S

Otsu City Assembly

2014.3

vol.19
平成26年3月31日発行

大津市議会 

　

春
暖
の
候
、
市
民
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
２
月
17
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
市
議
会

通
常
会
議
で
は
、
本
市
の
平
成
26
年
度
予
算
を
中
心
に
、
慎
重
か
つ
積
極
的
な
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
本
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
状
況
は
、
医
療
費
の
増
大
に
よ
り
近
年

急
速
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
26
年
度
予

算
で
は
、
保
険
料
が
平
成
25
年
度
と
比
較
し
て
モ
デ
ル
世
帯
で
約
５
万
円
、
率
に
し
て

15
％
と
い
う
大
幅
な
値
上
げ
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

国
保
の
制
度
上
、
医
療
費
の
増
大
に
よ
っ
て
保
険
料
が
値
上
げ
と
な
る
こ
と
は
一
定

や
む
を
得
ま
せ
ん
が
、
国
保
加
入
者
は
所
得
水
準
の
低
い
世
帯
が
大
半
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
り
家
計
の
支
出
が
増
え
る
中
、
保
険
料
負
担
が
ま
す

ま
す
家
計
の
重
荷
に
な
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
わ
が
湖
誠
会
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の

よ
う
な
大
幅
な
保
険
料
の
値
上
げ
は
到
底
容
認
で
き
な
い
も
の
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
国
保
制
度
を
安

定
的
に
運
営
さ
せ
る
責
任

と
保
険
料
の
値
上
げ
の
バ

ラ
ン
ス
を
検
討
し
、
他
の

会
派
の
賛
同
も
得
て
、
値

上
げ
幅
を
８
％
と
す
る
予

算
の
修
正
を
行
っ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
市
議
会
議
員

の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
あ

と
１
年
あ
ま
り
と
な
り
ま

す
が
、
わ
が
湖
誠
会
は
最

後
ま
で
責
任
あ
る
市
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
幹
事
長

　

竹
内
　
照
夫

ご
あ
い
さ
つ

市議会２月通常会議
市
長
は
、橋
下
大
阪
市
長
の
辞
職
と
選
挙
に
つ

い
て「
民
意
を
問
う
こ
と
は
正
攻
法
で
大
賛
成

で
あ
る
」と
発
言
さ
れ
て
い
る
が
、議
会
で
議
論
す
る
と

い
う
姿
勢
が
見
え
ず
、議
会
軽
視
と
も
考
え
ら
れ
る
。市

長
と
市
議
会
の
関
係
に
つ
い
て
、市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
：
市
長
と
市
議
会
議
員
が
、議
会
と
い
う
場

で
活
発
な
議
論
を
交
わ
す
こ
と
に
よ
り
、多
様
な

意
見
を
反
映
し
た
市
政
運
営
が
可
能
に
な
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

先
の
発
言
は
、民
意
を
反
映
し
た
市
政
を
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
趣
旨
で
あ
り
、市
長
選
挙
の
結

果
に
市
議
会
が
従
う
べ
き
と
述
べ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、言
葉
が
足
り
ず
お
詫
び
し
ま
す
。

　
今
後
も
、二
元
代
表
制
の
も
と
、大
津
を
よ
く
す
る
と

い
う
共
通
の
目
的
に
向
か
っ
て
大
い
に
議
論
し
、市
民
の

皆
様
の
た
め
の
諸
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
予
算
は
、ど
の
よ
う
な
編
成
方

針
の
も
と
、財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
す
る
の
か
。ま
た
、子
育
て
施
策
と
高
齢
者
施
策
の
バ

ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
：
第
３
期
実
行
計
画
の
着
実
な
推
進
と
財

政
指
標
目
標
達
成
に
向
け
た
健
全
財
政
の
堅
持

を
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
、補
助
金
の
見
直
し
や
使
用

料
の
適
正
化
を
踏
ま
え
経
常
経
費
の
精
査
に
意
を
払

い
、市
債
発
行
の
抑
制
や
基
金
残
高
の
確
保
に
留
意
し
、

真
に
必
要
な
事
業
費
を
措
置
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
施
策
と
高
齢
者
施
策
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

は
、待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
保
育
所
等
の
施
設
整

備
や
、発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
子
育
て
支
援
の

た
め
の
経
費
を
措
置
し
た
一
方
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
施
設
整
備
や
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

を
増
額
す
る
な
ど
、高
齢
者
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
た
め

の
経
費
を
措
置
し
、子
育
て
施
策
、高
齢
者
施
策
、と
も

に
充
実
し
た
予
算
編
成
と
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

大
津
市・
志
賀
町
合
併
建
設
計
画
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。ま
た
、近

江
舞
子
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

市
長
：
平
成
25
年
度
は
、北
部
地
域
総
合
消
防

防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、道
の
駅
に
係
る
地
域
振

興
施
設
の
実
施
設
計
、Ｊ
Ｒ
和
邇
駅
周
辺
の
整
備
、Ｊ
Ｒ

蓬
莱
駅
以
北
の
５
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
検
討
等
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。本
計
画
は
、大
変
重
要
な

存
在
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、で
き
る

限
り
、残
る
課
題
の
解
決
に
努
め
、必
要
な
事
業
を
実
施

し
て
計
画
の
目
標
達
成
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、近
江
舞
子
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

旧
近
江
舞
子
ホ
テ
ル
跡
地
を
本
市
で
取
得
す
る
こ
と
は

近
年
の
財
政
状
況
か
ら
大
変
困
難
で
あ
り
、適
切
な
民
間

の
力
を
活
用
す
る
方
向
で
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。な
お
、庁
内
の
関
係
所
属
が
集
ま
り
、検
討
会

議
を
開
催
し
、地
域
活
性
化
に
資
す
る
事
業
の
有
無
や

実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
29
年
度
以
降
の
次
期
大
津
市
総
合
計
画
の

必
要
性
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

市
長
：
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
や
目
指
し
て

い
く
将
来
の
姿
を
定
め
、そ
れ
を
実
現
し
て
い
く

手
法
や
手
段
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
明
ら
か
に
し
た

行
政
運
営
の
指
針
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
と
い
う
大
き
な
行
政
課
題

を
見
据
え
、本
市
と
し
て
将
来
に
向
け
た
長
期
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
展
望
を
掲
げ
る
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に

向
け
て
、平
成
26
年
度
か
ら
取
り
組
み
に
着
手
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会派代表質問
湖誠会 竹内照夫幹事長

質
問
項
目

●
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

●
平
成
26
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

●
大
津
市・志
賀
町
合
併
建
設
計
画
に
つ
い
て

●
次
期
大
津
市
総
合
計
画
に
つ
い
て



※金額は一般会計の歳出額
を平成26年2月末日現在
の人口342,585人で割り
戻した額

※表中の％は歳出全体に占め
る割合

大
津
市
の

「
借
金
」っ
て

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
な
？

市の
台所事情って
どうなの？

人件費
18.0％ 扶助費

25.3％

公債費
10.6％

物件費
15.1％

維持補修費 1.2％
補助費等 3.7％

一部事務組合負担金 0.0％

特別会計繰出金 8.8％

企業会計繰出金 5.1％
積立金 0.4％

投資・出資・貸付金 0.0％

普通建設事業費補助 6.6％

普通建設事業費単独 5.0％

災害復旧事業費 0.1％

予備費 0.1％

歳 入 解 説
・景気回復により、税収
が増加している
・一方で、国県補助金な
どの依存財源も増加し
ている

市債
10.2%地方交付税

11.4%

国庫支出金
16.3%

県支出金 5.9%

その他 1.4%

地方消費税交付金 2.9%

その他 0.3%
諸収入 1.1%
繰入金 1.9%

使用料及び手数料 2.9%
分担金及び負担金 1.9%

市税　43.8%

歳 出 解 説
・高齢化等より扶助費が
増加し、義務的経費が増
加している
・投資的経費が増加して
いる

平
成
26
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

⃝
�

平
成
26
年
度
の
予
算
が
２
月
市
議
会
通
常
会
議
及
び
３
月
市

議
会
特
別
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、平
成
26
年
度
の

予
算
は
、当
初
予
算
に
第
1
次
補
正
予
算
を
加
え
た
も
の
と

な
り
ま
す
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
り
景
気
が
回
復
し
、企
業
収
益・雇
用
情

勢
も
改
善
さ
れ
、市
税
収
入
が
前
年
度
よ
り
増
収
と
な
る
見
込
み
で

す
が
、一
方
で
高
齢
化
等
に
よ
り
社
会
保
障
関
係
経
費
が
増
加
す
る

中
、湖
誠
会
が
政
策
要
望
で
求
め
て
い
た
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た

保
育
園
の
整
備
、学
校
の
大
規
模
改
修
、膳
所
駅
周
辺
や
大
津
駅
西

地
区
等
の
都
市
基
盤
整
備
な
ど
の
政
策
の
実
現
が
図
れ
ま
し
た
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

指
し
て
提
案
し
た
政
策
要
望
が
、平
成
26
年
度
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。今
後
も
、さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の
徹
底
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

子
育
て

⃝

民
間
保
育
園
施
設
整
備
補
助
……
…
…
…
１
２
億
４
，２
１
６
万
円

⃝

保
健
所
等
移
転
整
備
……
…
…
…
…
…
…
…
１
億
８
，６
５
６
万
円

⃝

子
ど
も
の
発
達
相
談
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
，１
０
６
万
円

⃝

小
中
学
校
大
規
模
改
修
……
…
…
…
…
…
…
６
億
４
，７
５
２
万
円

都
市
基
盤
整
備

⃝

膳
所
駅
周
辺
整
備
……
…
…
…
…
…
…
…
…
７
億
４
，７
５
７
万
円

⃝

大
津
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
……
…
…
…
８
億
９
，０
９
３
万
円

⃝

堅
田
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
……
…
…
…
…
８
億
３
，１
０
０
万
円

⃝

道
の
駅
整
備
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
億
８
，５
６
３
万
円

⃝

市
道
橋
長
寿
命
化
推
進
……
…
…
…
…
…
…
…
…
８
，７
１
６
万
円

⃝

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進
……
…
…
…
…
…
…
１
，５
０
０
万
円

行
財
政
改
革

⃝

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
……
…
…
…
…
…
１
，１
２
４
万
円

⃝

（
仮
称
）行
政
改
革
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
……
…
…
…
…
…
７
５
万
円

そ
の
他

⃝

旧
竹
林
院
再
生
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
，７
６
６
万
円

⃝

医
療
用
機
器
更
新
整
備
……
…
…
…
…
…
…
６
億
１
，７
３
９
万
円

⃝

刈
り
草
剪
定
枝
再
利
用
整
備
……
…
…
…
…
…
…
６
，１
８
０
万
円

これからも市の財政に
注目してね！

民生費
42.9％

高齢者、障害者、児童の福祉推進などに

140,059円
衛生費
12.5％

ごみ、し尿の処理や健康管理などに

40,833円
土木費
11.4％

道路、公園、公営住宅の整備推進などに

37,381円
公債費
10.6％

借りたお金の返済に

34,683円

教育費
8.1％

学校の管理運営や整備などに

26,323円

総務費
8.5％

企画、自治振興、防災対策などに

27,702円

消防費
3.2％

消防や救急業務などに

10,489円
その他
2.8％

産業・観光の振興などに

9,067円

市民一人当たりの予算額326,537円は
こんなふうに使われます

0

90,000

120,000

150,000

平
成
16
年

平
成
17
年

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

（百万円）

※H17は旧志賀町、旧大津市志賀町行政事務組合から引継いだ起債を含んでいます。

借入金（市債）現在高の推移

総　額	 117,521,670,000円
市民一人当たり	 343,044円

平成26年度予算 （対前年度当初比）

一般会計

1,118億6,661万8千円
（3.9％）

特別会計（９会計）

614億1,890万円
（4.5％）

企業会計（５会計）

696億8,027万円
（5.4％）

平成26年度末
市債残高
見込額

一般会計歳入予算額

一般会計歳出予算額

自主財源

投資的経費

依存財源

主
な
事
業
内
容

一般行政経費

義務的経費



 

行
政
視
察

■
福
岡
市
消
防
局
の
組
織
及
び
装
備
に
つ
い
て

所
感
　

福
岡
市
消
防
局
は
、
消
防
航
空
隊
に
２

機
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
常
備
し
て
お
り
、
そ

の
特
性
を
活
か
し
て
、
空
か
ら
災
害
状
況
を
撮
影
し
、

得
ら
れ
た
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
指
令
管
制
所
へ
伝

達
し
て
い
る
。そ
れ
ら
の
情
報
が
陸
や
海
の
災
害
現
場
へ
と
正
確
に
伝
達
さ
れ
、

最
前
線
に
お
い
て
活
用
さ
れ
効
果
的
な
消
火
・
救
急
活
動
の
遂
行
を
可
能
に

し
、
二
次
災
害
の
防
止
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
大
津
市
消
防
局
は
、
一
昨
年
の
大
津
南
部
豪
雨
災
害
や
昨
年
の
台
風
18
号

に
よ
る
被
災
を
経
験
す
る
中
で
、
災
害

時
に
お
け
る
、
正
確
な
情
報
の
収
集
と

伝
達
は
、
市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
上

で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
再
認

識
し
て
い
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
更
に
県
の
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
の
連
絡
連
携
を
深
め

て
、
混
乱
を
す
る
災
害
現
場
に
お
い
て

情
報
を
正
確
に
収
集
し
、
速
や
か
な
伝

達
活
用
が
行
え
る
通
信
指
令
管
制
情

報
シ
ス
テ
ム
体
制
の
強
化
を
求
め
る
。

　

次
に
、
大
津
市
消
防
局
が
平
成
26

年
度
に
更
新
す
る
３
代
目
消
防
艇
「
お

お
つ
」
に
つ
い
て
は
、
琵
琶
湖
で
盛
ん

な
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
伴
う
、
湖
上

事
故
に
対
応
で
き
る
救
難
救
助
に
お
け

る
機
能
強
化
と
大
規
模
災
害
時
に
陸
上
交
通
網
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
に
お
け

る
、
被
災
者
や
物
資
の
湖
上
輸
送
な
ど
を
担
う
こ
と
を
念
頭
に
し
な
が
ら
整

備
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
想
定
さ
れ
る
様
々
な
事
案
に
即
応
で
き
る
機
能

を
備
え
た
も
の
と
認
識
す
る
。

　
「
琵
琶
湖
を
守
る
唯
一
の
消
防
救
急
艇
」
と
し
て
、
国
民
・
市
民
か
ら
信
頼

さ
れ
る
船
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

■
下
関
市
・
総
合
計
画
と
新
総
合
計
画
に
つ
い
て

所
感
　

大
津
市
総
合
計
画
は
平
成
28
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か

ら
、
次
期
総
合
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
計
画
策
定
の
義
務
規
定
は
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
本
市
は
平
成

29
年
度
を
初
年
度
と
す
る
次
期
総
合
計
画
の
策
定
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手
さ
れ
て
い
る
下
関
市
へ
お
伺
い
し
た
。

　
調
査
項
目
と
し
て
は
、
平
成
26
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
下
関
市
総
合
計

画
の
概
要
・
計
画
策
定
の
趣
旨
・
計
画
の
構
成
・
計
画
期
間
・
計
画
策
定
の

背
景
・
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
や
進
捗
状
況
及
び
施
策
や
事
業
の
効
果
や

効
率
性
の
検
証
に
つ
い
て
お
聞
き
し
、
市
の
取
り
組
ん
だ
施
策
の
「
市
民
実
感

調
査
」
達
成
度
や
実
績
値
な
ど
を
調
査
し
た
。

　
次
期
計
画
の
10
年
間
に
つ
い
て
は
、
計
画
策
定
に
係
る
基
本
方
針
と
し
て
、

基
本
構
想
・
基
本
計
画
・
実
施
計
画
の
３
層
と
し
、
新
総
合
計
画
策
定
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
、
総
合
計
画
審
議
会
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
住
民
説
明
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
地
域
審
議
会
に
よ

る
意
見
回
答
他
、
議
会
へ
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
報
告
、
中
間
報
告
（
構
想
案
・

計
画
案
）
提
出
し
進
め
て
お
ら
れ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
人
口
の
増
加

は
平
成
32
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
転
じ
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
少

子
化
、
高
齢
化
、
財
政
難
、
行
財
政

改
革
及
び
公
共
施
設
の
老
朽
化
や
防

災
面
な
ど
問
題
や
課
題
は
山
積
し
て

お
り
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
で
安
全

を
確
保
さ
れ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
種
々
の
面
か
ら
検
討

し
、
総
合
計
画
の
策
定
に
取
り
掛
か

る
必
要
は
明
白
で
あ
る
。

　
わ
が
会
派
と
し
て
も
今
回
の
視
察

先
で
あ
る
、
下
関
市
の
内
容
を
参
考

に
し
、
議
会
と
し
て
十
分
に
議
論
し

検
討
し
て
い
く
必
要
性
を
認
識
し
た
。

■
春
日
市
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

所
感
　
福
岡
県
春
日
市
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
推
進
員
で
あ
る
山
本
直
俊
教
育
長
の
取
り
組
ま
れ
て
い
る
８
年
間

の
実
践
の
成
果
と
現
状
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
三
つ
の
成
果
と
し
て
、
学
校
経
営
・
運
営
面

か
ら
は
、
学
校
評
価
に
保
護
者
・
地
域
住
民
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
授

業
改
善
が
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に
つ
な
が
り
、
授
業
や
行
事
、
教
育
環

境
整
備
な
ど
に
お
い
て
も
保
護
者
や
地
域
住
民
に
よ
る
学
校
支
援
が
進
ん
だ
。

ま
た
、
学
校
に
よ
る
積
極
的
な
情
報
発
信
に
よ
り
、
学
校
理
解
が
深
ま
り
、

学
校
が
支
え
る
地
域
基
盤
づ
く
り
に
な
っ
て
い
た
。

　
家
庭
、
地
域
の
取
り
組
み
の
面
か
ら
は
、「
学
問
の
す
す
め
」
運
動
で
学
校

と
家
庭
の
架
け
橋
と
な
る
「
日
の
出
っ
子
ノ
ー
ト
」
を
活
用
し
、
子
ど
も
が
一

日
を
振
り
返
り
日
記
を
書
く
習
慣
が
で
き
、
教
員
と
保
護
者
の
連
絡
が
相
互

に
行
わ
れ
、
親
の
学
び
の
場
の
提
供
が
進
ん
で
い
た
。

　
子
ど
も
の
変
容
面
か
ら
は
、
子
ど
も
の
地
域
に
対
す
る
帰
属
意
識
や
、
地

域
・
郷
土
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
地

域
愛
・
郷
土
愛
が
高
ま
り
、
そ
の
結

果
、
補
導
件
数
が
激
減
し
生
徒
の
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
人
数
が

急
増
し
て
い
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
学
校
は
、
保
護
者
や

地
域
の
方
々
の
願
い
に
耳
を
傾
け
、

子
ど
も
が
育
つ
教
育
（
知
育
・
徳
育
・

体
育
・
食
育
）
を
共
に
創
っ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
保
護
者
や
地

域
の
方
々
が
学
校
の
教
育
活
動
に
関

わ
る
事
に
よ
り
、
学
習
活
動
が
広
が

り
、
内
容
は
豊
か
に
な
り
、
各
学
校

で
は
特
色
の
あ
る
教
育
活
動
が
活
発

に
展
開
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
、
こ
う

し
た
活
動
は
、
地
域
社
会
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
強
め
る
ま
ち
づ
く
り
に

も
つ
な
が
り
、
学
校
と
家
庭
・
地
域
が
協
働
し
た
公
立
小
・
中
学
校
の
新
し

い
仕
組
み
づ
く
り
と
な
る
た
め
、
本
市
の
教
育
行
政
に
お
い
て
有
益
な
政
策
提

案
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

会派
活動

ぁ
っ
ｌ
ｐ２
月
通
常
会
議
一
般
質
問

桐
田
　
真
人
議
員

『
幼
稚
園
エ
ア
コ
ン
工
事
実
施
設
計
費
計
上
見
送
り
に
つ
い
て
』

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
に
お
い
て
、
教
育

委
員
会
が
要
求
し
て
い
た
幼
稚
園
空
調
設
備
設
置
工
事
実

施
設
計
費
の
計
上
が
、
市
長
査
定
に
お
い
て
、
突
如
、
見

送
ら
れ
て
い
る
。

　
市
長
は
、
一
般
質
問
答
弁
や
昨
年
8
月
に
開
催
さ
れ
た

子
供
議
会
に
お
け
る
子
供
議
員
に
対
す
る
答
弁
に
お
い

て
、
当
該
事
業
の
実
現
を
固
く
約
束
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
約
束
を
一
転
翻
意
し
て
ま
で
、
予
算
計
上
を
見
送

る
に
至
っ
た
、
自
ら
の
判
断
・
指
示
・
認
識
に
つ
い
て
、

詳
細
に
伺
う
。
ま
た
、
当
該
事
業
の
実
現
に
つ
い
て
、
改

め
て
市
長
の
決
意
を
伺
う
。

　

幼
稚
園
規
模
の
適
正
化
や
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
整
合
性
を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
当
初
に

お
け
る
予
算
計
上
を
見
送
っ
た
が
、
平
成
26
年
度
に
お
い

て
補
正
予
算
の
措
置
を
行
う
。
ま
た
、
幼
稚
園
に
お
け
る

エ
ア
コ
ン
整
備
の
方
針
に
は
、
変
わ
り
な
い
。

近
藤
　
眞
弘
議
員

『
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
』

　
平
成
25
年
６
月
通
常
会
議
で
提
案
し
た
、
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
早
速
、
予
算
計
上
頂
い
た
。
観

光
振
興
・
交
通
安
全
・
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
な
る

と
考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
法
で
モ
チ
ー
フ
の
デ

ザ
イ
ン
を
決
定
す
る
の
か
、
導
入
車
種
の
予
定
、
導
入
時

期
に
つ
い
て
伺
う
。

　
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
郷
土
愛
の
醸
成
や
観

光
振
興
の
観
点
か
ら
「
大
津
ら
し
さ
」
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
広
く
公
募
す
る
こ
と
で
魅
力
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
決

定
す
る
。
導
入
車
種
は
登
録
台
数
や
用
途
を
鑑
み
、

１
２
５
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
を
対
象
に
す
る
。
導

入
時
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
早
々
に
着
手
し
、
デ

ザ
イ
ン
審
査
か
ら
交
付
等
の
所
要
期
間
を
み
て
、
平
成
27

年
１
月
頃
を
目
処
と
し
て
い
る
。

園
田
　
寛
議
員

『
発
達
障
害
支
援
に
つ
い
て
』

　
大
津
市
の
学
校
、
園
に
於
け
る
発
達
障
害
児
の
実
態
把

握
と
平
成
26
年
度
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
に
つ
い

て
伺
う
。

　

学
校
訪
問
で
児
童
生
徒
の
様
子
及
び
個
別
の

指
導
計
画
の
内
容
を
確
認
、
ま
た
、
各
学
校
か
ら

の
報
告
を
参
考
に
し
て
実
態
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。
特

別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
は
、
特
別
な
支
援
を
要
す
る

児
童
生
徒
の
人
数
や
障
害
の
程
度
、
学
校
施
設
の
状
況
な

ど
を
勘
案
し
て
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い
る
。
発
達
障
害

の
あ
る
児
童
生
徒
の
増
加
に
伴
い
、
配
置
計
画
を
見
直
し

た
と
こ
ろ
、
約
１
３
０
０
名
の
担
任
外
の
支
援
が
必
要
な

児
童
生
徒
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
現
行
よ
り
５
名
増
員

の
93
名
の
予
算
要
求
を
し
た
。

伴
　
孝
昭
議
員

『
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
』

　
か
か
り
つ
け
医
や
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る
早
期

の
的
確
な
診
断
や
介
護
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
確
保
さ

れ
、
認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
繋
げ
て
い
か

れ
る
か
見
解
を
伺
う
。

　
平
成
26
年
４
月
よ
り
、
認
知
症
の
早
期
診
断

を
受
診
さ
れ
な
い
高
齢
者
や
家
族
・
介
護
事
業

者
の
職
員
を
対
象
に
、
大
津
市
医
師
会
と
と
も
に
、
地

域
の
開
業
医
や
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る
「
認
知
症

来
所
相
談
」
を
、
全
て
の
あ
ん
し
ん
長
寿
相
談
所
で
開

設
す
る
予
定
で
あ
り
、
認
知
症
高
齢
者
の
早
期
診
断
、

早
期
対
応
に
繋
げ
て
い
く
。

津
田
　
新
三
議
員

　

『
堅
田
、
瀬
田
支
所
で
の
土
曜
閉
庁
に
つ
い
て
』

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
堅
田
、
瀬
田
支
所
で
の
土
曜
日

の
証
明
書
発
行
サ
ー
ビ
ス
が
廃
止
さ
れ
る
が
、
11
月
に

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
証
明
書
発
行
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
さ
れ
る
ま
で
両
支
所
の
土
曜
開
庁
を
延
期
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
行
政
運
営
の
効
率
化
な
ど
の
観
点
か
ら
、
堅

田
、
瀬
田
支
所
で
の
土
曜
日
の
証
明
書
発
行

サ
ー
ビ
ス
は
廃
止
す
る
こ
と
に
し
た
。
コ
ン
ビ
二
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
証
明
書
発
行
サ
ー
ビ
ス
は
11
月
か
ら
始

め
る
予
定
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
市
民
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
導
入
に
向
け
た
体
制
を

４
月
か
ら
整
え
て
円
滑
に
事
務
処
理
を
進
め
て
い
き
、

１
日
で
も
早
く
開
始
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

八
田
　
憲
児
議
員

　

『
行
政
改
革
の
取
り
組
み
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

視
点
に
つ
い
て
』

　
行
政
改
革
は
持
続
可
能
な
都
市
経
営
を
目
指
す
上
で

有
効
な
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
一
般
市
民
や
関
係

諸
団
体
に
対
し
て
負
担
や
痛
み
を
強
い
る
部
分
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
視
点
か
ら
も
行
政
改
革

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
委
ね
、
重
点
的
に
取

り
組
む
べ
き
事
業
へ
の
職
員
配
置
や
財
源
確
保
を
可
能

と
し
て
い
く
た
め
に
、「
専
門
定
型
業
務
」
の
民
間
委

託
と
し
て
、
例
え
ば
戸
籍
住
民
課
の
業
務
を
包
括
的
に

民
間
へ
一
部
委
託
し
、
職
員
の
適
正
配
置
を
す
る
と
と

も
に
、
更
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

　
後
期
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
お
い
て
専
門
定
型

業
務
の
民
間
委
託
の
推
進
を
掲
げ
て
お
り
、
民

間
に
よ
る
行
政
運
営
の
簡
素
化
・
効
率
化
・
定
員
管
理

の
適
正
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
観
点
か
ら
も
、

今
後
民
間
委
託
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
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ホームページをご覧ください。湖誠会の活動をご紹介しています。 大津市議会 湖誠会 検索
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湖誠会は、市民の皆様と
ともに歩んでいきます。

大 津 市
M A P

〜これまでも、そしてこれからも〜
北
き た

村
む ら

 正
し ょ う

二
じ

1

　新年度予算に和邇インターチェンジ道の駅整備、
特別養護老人ホーム松の浦湯治の郷に対しての補
助金、湖西線ＪＲ駅バリアフリー化推進事業費（基
本設計）などが計上されました。着実なる地域の発展を！

園
そ の

田
だ

　寛
ひ ろ し

6

人口減少時代を迎え、今こそ夢のある大津を
目指さなければなりません。社会の宝である子供
が輝き、お年寄りの知恵を生かして、伝統と文化
に根ざす街つくりのため全力を尽くして参ります。

竹
た け

内
う ち

 照
て る

夫
お

8

「ＪＲ膳所駅橋上駅化工事」は、平成27年度中の
完成をめざし着実に進められています。「平野市民セ
ンター」の移転新築は平成27年度の着工に向け、平
成26年度に「基本設計」と「実施設計」が行われます。

幹事長

鷲
す

見
み

 達
た つ

夫
お

10

平成28年度に都市計画道路３.４.15号石山駅
湖岸線が完成予定になっております。今後は京阪
唐橋駅前踏切交通渋滞の解消に全力で取り組ん
でまいります。

副幹事長

桐
き り

田
た

 真
ま こ

人
と

12

　平成27年度の完了を目標として、平成24年度から順次
実施されている『大津市立の中学校・小学校・幼稚園にお
けるエアコン設備整備事業』に引き続き取り組み、子供た
ちの健やかな成長に資する教育環境の実現に努めます。

津
つ

田
だ

 新
し ん

三
ぞ う

2

堅田駅西口土地区画整理事業をはじめ、ハー
ド・ソフト面にわたり、様々な事業の推進に、皆
様方と共に、精一杯地域に根ざした議員活動に
邁進いたします。

副政調会長

横
よ こ

田
た

 好
よ し

雄
お

13

26年度予算が3月に可決しました。各種要望事
業が着実に実施され成果を得るよう頑張ります。
また懸案の大戸川ダム・同河川整備や、ほ場整備
の促進・南桐線建設の実現に努めます。

武
た け

田
だ

 平
へ い

吾
ご

3

　大津市は産業というエンジンが非常に小さい箱舟のよ
うなものであり、将来を展望し、びわ湖などの特性を活かし
た経済の発展に取り組む事により、市民サービスの向上
に繋げることが出来るように市の体質改善をめざします。

八
は っ た

田 憲
け ん

児
じ

5

志賀小学校の教育環境の整備推進をはかると
共に、高齢社会において、安心して暮らせる医
療介護の体制整備を行い、市民が住みよい・住
みたいまちづくりの実現に努めます。

伴
ば ん

 孝
た か

昭
あ き

7

住んでよかったまち、住み続けたいまちを目指
し、地域防災力の強化や中心市街地活性化基
本計画にともなう、大津百町のまちづくりに取り
組みます。

幹事（会計、書記）

竹
た け

内
う ち

 基
も と

二
じ

9

　膳所地域の歴史文化を生かした都市整備のための
調査、民間保育園や介護施設の誘致と整備の推進、
プロ野球公式戦が誘致できる皇子山球場のナイター
照明整備など安心と希望のあるまちづくりを進めます。

幹事（広報）

近
こ ん

藤
ど う

 眞
ま さ

弘
ひ ろ

11

　１期の最終年度となることから、初心を忘れることなく、皆
様にお約束した「安全で安心・活気と和みのあるまちづくり」
を目指し全力で取り組むことは勿論、市民のための市役所
改革と議会の活性化に向け全力を傾注してまいります。

青
あ お

山
や ま

 三
さ ん

四
し

郎
ろ う

14

平成26年度は議会及び議員活動として、大津
市議会ＢＣＰ等、市民の皆様に直結した政策を
中心とした活動を行います。

政調会長

中
な か

野
の

 治
じ

郎
ろ う

4

　元気誠実・元気な人づくり、まちづくりに全力投球。
①未来を担う大津っ子の育成。
②文化遺産を活かした比叡山坂本のまちづくり。


